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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· オフィス内ホワイトボードに人事考課面接日程表を掲示しましたので、各々で日程を確認して下さい。また、業務などで不都合がある際は松橋ＳＧＭへ報告して下さい。

· オフィスカウンター前の蛍光灯を交換しています。

· 本日より、ベッドマットの消毒を行っています。日程表についてホワイトボードに掲示していますので、確認して作業を進めて下さい。また、8：30には業者が来るそうなので、それまでに降ろせるようにしておきましょう。

＜患者様連絡＞

· 五日市　規様～左肋間痛が続いているとの事で、アスモロール1Ｐ処方となっています。疼痛の程度について確認していくようにしましょう。

· 十日市　利喜様～排便コントロール目的の為、シンラック液２本処方となっています。また、本日でシンラック服用の予測指示が切れます。主治医不在の為、田名部Drへ報告し、3/20～4/3まで指示継続となっています。

· 田名部　浩平様～本日、母様来院され、担当Ns、PSWを交えて面談を行っています。最終的には自宅退院という事になりますが、母様としては、兄様との関係性、ADL、IADLに関するセルフケア能力、デイケア等を利用できるか等の心配事を挙げており、生活訓練施設の経由も視野に入れて検討しているようです。また、単独外出訓練についてですが、本人の立ち寄りそうな所や離院時の対応等マニュアル作成し、受け持ちスタッフは計画的に進めていくようにして下さい。症例検討は4月4日予定しています。

＜注目患者様NCP評価＞

· 滝田　英人様～本日、眠気のある様子が伺え、治療プログラムへの参加や歯磨き、洗面などの日課に遅れをきたしているような状況です。本人なりに睡眠時間についても気にしている様子が伺えます。調子については良いと話され、独語においては、それほど目立ってはいません。引き続き、精神症状と夜間睡眠状況、プログラムへの参加・取り組み状況の確認・観察を行っていくようにしましょう。

先日、姉様の面会があり、姉様から本人へ現在の母様の容態について簡単に説明を受けています。（年内生きられるかどうかという点について）本人、ある程度動揺した様子が伺えますが大きな著変は現れていません。また、今後の方向性についても確認していますが、姉様としては本人の療養環境変化による症状再燃を気に掛けており関東方面には連れて行けないとの事です。母様の件が落ち着いてから、改めて面談などの設定をして行く事としています。

· 倉橋　生子様～放歌、話し掛けの多さがあり、若干気分が高揚している様子が伺えます。日課やプログラムへの取り組みについて支障は見られていませんが、パーソナリティスペースを保てず、他者へ干渉的となりがちです。引き続き、他患者様とのトラブルに注意して適宜介入を行っていくようにしましょう。

· 上村　みわ様～日課やプログラムへの取り組み状況としては特に大きな支障は見られていません。調子については、足が痺れ易いとの事で、足の違和感を訴えています。体感幻覚によるものの可能性が考えられますが、何らかの理由により実際に影響を受けている可能性も考えられます。本人の訴えや患部の状態を確認して現実検討などの関りを持っていくようにしましょう。

· 布施　邦雄様～下痢の訴えは聞かれていますが、日課や治療プログラムへは支障なく取り組む事出来ています。先日、買い物時に買い物カートを片付けてくれた店員に対して恋愛妄想様の発言も聞かれていますので、トラブルに注意し、適宜介入を行っていくようにしましょう。

＜週間予定＞

3/19(月)～人事考課表提出〆切

3/20(火)～モップ付け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　院内研修　　ベッドマット消毒

3/21(水)～リネン交換(布団カバー)

3/22(木)～皮膚科(西病棟にて合同)

3/23(金)～歯科

3/24(土)～

3/25(日)～床屋

＜受け持ち患者様NCP評価＞

· 菊地　明子様～本人、最近は調子が良いとの事で、日課遅れはなく各治療プログラムへの取り組み状況においても良好で経過しています。しかし、対人交流面で上手く人となじめない事を気にしている様で日々の活動や交流において、若干無理をしているような様子が伺えます。本人へは休息を取る事も必要な事を説明し、無理しないように介入をしていくようにしましょう。また、身体的な面としては、動悸はしないとの事ですが下肢のムズムズ感があるとの事でアカシジア様の症状を訴えています。本人なりに屈伸をする等をして自己対処はしているようですが、悪化する恐れも考えられますので、日々、状態の確認・観察を行い、主治医へ情報提供して行くようにしましょう。御家族様との面談については４月初めの週を希望されており、現在設定中です。

＜症例検討会＞

· 法霊崎　恵子様　主：統合失調症　合：なし

保護者：兄様

医師方針：薬物療法、精神療法

看護方針：精神症状の安定を維持出来る様にプログラム参加を促していく。

本人希望：退院したい。

家族希望：病院で見て頂きたい。

現在の看護計画

♯１　肥満による身体への影響の恐れ

　現在、食事療法、間食制限、運動療法により体重の安定は図れている。

抽出された問題点

余暇の過ごし方→臥床傾向にあり、無為となりがち。

対人交流→口数が少なく交流状況としては希薄である。

病識の程度→ENTする前に本人の病識や服薬に関する理解度を確かめ、不足部分を補っていく必要がある。

今後の方針として･･･

家族希望では当院での治療継続を希望されているが、現在の本人の状態を考慮すると入院治療の必要性は考え難い。家族との面談を実施していき、施設入所など、具体的な方向性を検討していく必要がある。






















